
●優れた防錆効果
●耐水・耐塩水性良好
●耐アルカリ性良好

●AKモルタル、APモルタル等のプライマー
●鉄筋・鉄骨等の防錆

3：1（重量比）

3±1Pa・s／23℃

断面修復材用防錆プライマー

ジョリシールJBX-125はエポキシ樹脂を主成分
とする鉄の防錆プライマーです。
コンクリートの断面修復材AKモルタル・APモル
タル等のプライマーに適しています。

特　徴

用　途
◆性状

◆梱包容量 0.8kgセット（主剤：0.6kg、硬化剤：0.2kg）
12セット梱包

ジョリシール
JBX-125

配合比

粘度

可使時間

標準塗布量

比重

外観

主成分

主剤
硬化剤
混合物

主剤

硬化剤

主剤：硬化剤

混合物

白色粘稠体
褐色液体
白色液体

エポキシ樹脂

ポリアミドアミン
変性脂環式ポリアミン

コンクリート　約0.5～1kg/m2

　 鉄　筋 約0.1～0.3kg/m2

F☆☆☆☆

約30分／23℃ （0.8kgセット）

1.2±0.1

月区分

温度区分
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１－１作業前の確認
　　　取扱い作業に際しては、説明書，製品安全データシート（ＭＳＤＳ）などで、注意事項を
　　　確認して下さい。
１－２取扱い場所
（１）火気のあるところでは、使用しないで下さい。
（２）取扱い作業所には、局所排気装置を設けて下さい。
１－３取扱い方法
（１）取扱い中は、できるだけ皮膚に触れないようにし、必要に応じて有機ガス用防毒マスク
　　　又は送気マスク，保護手袋，保護メガネ，前掛け等を着用して下さい。
（２）容器からこぼれた場合には、布（ウェス）で拭きとって、安全な場所に廃棄して下さい。
（３）取扱い後は、手洗い及びうがいを十分に行って下さい。
１－４応急措置
（１）作業衣等に付着した場合には、その汚れをよく落として下さい。
（２）皮膚に付着した場合には、多量の石鹸水で洗い落とし、痛み，又は外観に変化がある時に
　　　は、医師の診断を受けて下さい。
（３）目に入った場合には、多量の水で洗い流し、早く医師の診断を受けて下さい。
（４）蒸気，ガスを吸い込んで気分が悪くなった場合には、空気の清浄な場所で安静にし、必要
　　　に応じて医師の診断を受けて下さい。
（５）誤って飲み込んだ場合は、早く医師の診断を受けて下さい。
１－５保管方法
（１）密栓の上、危険物倉庫に保管するか、指定数量以下の場合は、火気のない５～３５℃の直
　　　射日光の当たらない場所に保管して下さい。
（２）子供の手の届かない所に保管して下さい。

1.注意

2.法規制

１－６注入接着用以外の使用禁止
（１）本来の用途以外には、使用しないで下さい。
１－７廃棄方法
（１）河川等の環境中に投棄，及び漏出させないで下さい。
（２）廃棄物の処理，及び清掃に関する法律，及び都道府県条例等に基づき、中身を
　　　使いきってから焼却するか、許可を受けた処理業者に委託して下さい。

（１）消防法
　　　A（主剤）・B（硬化剤）とも下記の通りです。

安全上のご注意

火気厳禁

危険物第4類 第3石油類

危険等級　

◆施工方法

試験項目 試験方法 単　　位 測定値

比　　重

圧縮降伏強さ

圧縮弾性率

曲げ強さ

引張強さ

硬　　度

引張せん断接着強さ

JIS K7112

JIS K7181

JIS K7181

JIS K7171

JIS K7113

JIS K7215

JIS K6850

N／mm2

N／mm2

N／mm2

N／mm2

HDD

N／mm2

N／mm2

N／mm2

1.21

53

1.3×103

53

29

80

16

7.1

5.8

規格値（社内）

1.20±0.10

50以上

1.0×103以上

40以上

25以上

80以上

10以上

6.0以上

3.0以上

◆JBX-125の品質 硬化条件：20℃×7日

主剤（A）：硬化剤（B）
=3：1（重量比）に
計量し均一に
混合撹拌して下さい。

主剤　主剤　

硬化剤　硬化剤　

3

1

　ほこり、苔類、錆、脆弱部、油などは除去し、乾燥
　させて下さい。

　塗布

　JBX-125の混合
標準
塗布量

塗重ね
時間

約0.5～1.0kg/m2

(鉄筋　約0.1～0.3kg/m2)

　6時間以内／10℃
　3時間以内／20℃
 1.5時間以内／30℃

防錆性
（塩水噴霧） JIS K5400

JIS A6024

暴露時間 500時間　異常なし
　　　塗 布 量　100g／m2

条件　塩水噴霧　5%食塩水
　　　試験温度　35℃

接着強さ
標準状態

湿潤状態


